
氏
は
郷
土
史
に
興
味
を
持

ち
、
昭
和
30
年
頃
か
ら
本

格
的
に
郷
土
史
の
研
究
に

取
り
掛
か
り
、
昭
和
39
年

に
『
土
岐
川
上
郷
』
第
１

巻
を
発
刊
し
ま
し
た
。

続
い
て
第
２
巻
『
明
治

百
年
史
』
な
ど
、
昭
和
46

年
ま
で
に
４
冊
の
書
籍
を

発
刊
す
る
と
と
も
に
、
昭

和
43
年
か
ら
は
瑞
浪
市
史

の
編
纂
に
も
着
手
し
、
同

46
年
刊
行
の
市
史
の
概
要

版
『
瑞
浪
市
の
歴
史
』
の

近
世
～
近
代
部
分
を
執
筆

佐
藤
実
氏
は
昭
和
14
年

に
瑞
浪
町
役
場
に
入
庁
し
、

戦
時
中
は
出
征
し
た
軍
人

の
慰
問
の
た
め
、
郷
里
の

風
景
な
ど
を
撮
影
す
る
仕

事
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

し
ま
し
た
。

瑞
浪
市
役
所
退
職
後
も

積
極
的
に
郷
土
史
研
究
を

続
け
、
昭
和
57
年
に
は
写

真
集
『
目
で
見
る
百
年

史
』、
同
59
年
に
は
『
わ

た
し
の
映
画
史
』
を
刊
行

す
る
な
ど
、
特
に
近
世
～

近
代
に
お
け
る
瑞
浪
市
の

歴
史
を
多
角
的
な
視
点
か

ら
考
察
・
記
録
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
前

回
紹
介
し
た
渡
邉
俊
典
氏

の
業
績
と
と
も
に
、
当
市

の
歴
史
や
文
化
財
を
学
ぶ

上
で
今
日
で
も
重
要
な
成

果
と
評
価
で
き
ま
す
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

�

砂
田
　
普
司
　
氏

瑞
浪
市
の
歴
史
を
考
察・記
録

  

佐 

藤 
 

実
氏

明
治
44
年（
１
９
１
１
）～
平
成
24
年（
２
０
１
２
）　【
寺
河
戸
町
】
瑞浪市ゆかり

の偉人 ⑰

本
公
庫
は
、
本
ス
キ
ー
ム

を
積
極
的
に
活
用
し
、
岐

阜
県
内
に
お
け
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
事
業
承

継
問
題
の
解
決
に
貢
献
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

の
方
に
ご
紹
介
す
る
も
の

で
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
後
も
、

瑞
浪
商
工
会
議
所
と
日
本

公
庫
が
伴
走
型
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

事
業
承
継
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
外
部
専
門

家
の
紹
介
等
に
お
い
て
も
、

連
携
・
協
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
等
に
よ
り
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
方
々
の

休
・
廃
業
が
急
増
し
て
お

り
、
事
業
承
継
は
一
層
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
と
日

　
瑞
浪
商
工
会
議
所
と
日

本
政
策
金
融
公
庫
多
治
見

支
店
は
、
５
月
22
日
に
、

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
、
連

携
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
瑞
浪
商
工
会

議
所
が
、
会
員
事
務
所
等

の
中
か
ら
「
後
継
者
が
い

な
い
た
め
に
事
業
を
譲
り

渡
し
た
い
」
と
の
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
し
、
日
本
公

庫
が
、
全
国
１
５
２
支
店

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活

用
し
て
「
事
業
拡
大
や
創

業
等
に
向
け
て
事
業
を
譲

り
受
け
た
い
」
と
お
考
え

事業承継に関する相談は、各窓口にお問い合わせください。
税務に関するご相談
事業承継税制の確認・認定申請など、税務に関する相談は、お近くの税理士ま
でご相談ください。

事業承継全般に関するご相談
親族内承継、従業員承継、第三者承継など、中小企業の事業承継に関するあら
ゆる相談は、事業承継・引継ぎ支援センターまでご相談ください。
【事業引継・引継ぎポータルサイト】https://shoukei.smrj.go.jp/

経営改善に関するご相談
中小・小規模事業者等を対象に、事業承継に向けた経営改善の訪問相談や窓口
相談、専門家派遣等のご相談は、瑞浪商工会議所までご相談ください。

▲「事業承継支援に関する覚書」を締結

瑞
浪
商
工
会
議
所
と
日
本
公
庫

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」

�

５
月

 22
日
に
締
結
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瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
２
２

　
０
５
７
２
︲
６
７
︲
２
２
３
０

info@
m
zcci.or.jp

FAX

相
談
所
だ
よ
り

おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

事業に関するご相談は、瑞浪商工会議所までお気軽にご連絡ください。☎ 67-2222

今
回
は
カ
マ
ド
ブ
リ
ュ
ワ

リ
ー
さ
ん
の
ご
紹
介
で
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
む
す
び
瑞

浪
さ
ん
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

創
業平

成
27
年
１
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
設
立
前
は
訪
問
歯
科
の

コ
ン
サ
ル
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

日
本
訪
問
歯
科
サ
ポ
ー
ト
株
式

会
社
を
約
15
年
運
営
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
高
齢
者
の
健
康

状
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
良

好
な
健
康
状
態
を
維
持
し
て

欲
し
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
、

高
齢
者
の
食
育
を
や
ろ
う
と

決
め
一
般
社
団
法
人
全
国
高
齢

者
食
育
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
心

事
業
と
し
て
、
一
般
就
労
が
出

来
る
よ
う
な
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
に
自
信
や
価
値

が
な
い
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉

え
て
し
ま
っ
て
い
る
子
供
達
の

為
に
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い

か
模
索
し
、
な
ん
ら
か
の
事
業

を
実
施
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

趣
味バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
が
好
き
で

す
。
自
分
が
食
べ
る
の
で
は
な

く
、
周
り
が
楽
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
姿
を
見
る
の
が
好
き

で
す
。
ま
た
、
歴
史
も
大
好
き

で
、
特
に
戦
国
時
代
が
好
き
で

す
。
個
性
的
な
人
物
が
多
く
い

て
、
そ
の
生
き
様
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
好
き
で
す
。

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
む
す
び
瑞
浪

瑞
浪
市
寺
河
戸
町
１
１
０
５
‐
４

東
　
洋
平

☎
０
５
７
２
‐
５
１
‐
７
９
５
０

次
回
は
㈱
岐
洗
さ
ん
を
訪
問

し
ま
す
。

事
業
を
進
め
て
い
る
中
で
、
障

害
者
の
就
労
支
援
を
す
る
活
動

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
だ
就

労
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
々

に
働
い
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い

設
立
し
ま
し
た
。

仕
事
内
容

障
害
者
の
福
祉
事
業
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
に

2
つ
、
岐
阜
県
に
3
つ
事
業
所

が
あ
り
、
特
に
日
吉
で
行
っ
て

い
る
里
山
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
に
力

を
入
れ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
吉
に
事
業
所
が
出
来
る

ま
で
は
名
古
屋
の
事
業
者
の
方

に
来
て
い
た
だ
い
て
草
刈
り
や

整
地
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
事
業
所
が
出
来
て

か
ら
は
事
業
者
の
方
に
は
伐
採

の
仕
方
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

て
頂
き
、
完
成
に
向
け
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
7
月
15
日

に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
7
月
22
日

に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

モ
ッ
ト
ー

就
労
支
援
を
し
て
い
る

方
が
自
己
実
現
出
来
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
自
己
実
現
を

し
て
い
た
だ
く
為
に
、
人

間
関
係
の
良
好
な
築
き
方

と
物
事
を
達
成
し
て
い
く

達
成
力
の
両
方
が
身
に
付

く
環
境
を
作
る
こ
と
に
重

き
を
置
い
て
い
ま
す
。

将
来
に
つ
い
て

中
期
的
な
目
標
と
し
て

は
就
労
支
援
を
行
っ
て
い

る
団
体
を
支
援
す
る
団
体

東　洋平氏 277

福
祉
事
業
を
通
じ
て

社
会
問
題
の
解
決
に
挑
戦
！

　「
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
融
資
制
度
」
通

称
「
マ
ル
経
融
資
」
は
、

商
工
会
議
所
等
で
経
営
指

導
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、

無
担
保・
無
保
証
人
で
融

資
を
行
う
制
度
の
こ
と
で

す
。
マ
ル
経
融
資
は
、日

本
政
策
金
融
公
庫
が
実
施

す
る
融
資
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、営
利
は
目
的
と

し
て
お
ら
ず
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
を
応
援
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

■
融
資
限
度
額

２
０
０
０
万
円

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
（
中
退
共
制
度
）
と

は
、
事
業
主
が
雇
用
す
る

従
業
員
を
対
象
に
、
中
退

共
本
部
と
契
約
を
結
ぶ
事

で
導
入
で
き
る
、
退
職
金

制
度
で
す
。

税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト

　
掛
金
は
、
法
人
の
場
合

は
損
金
、
個
人
企
業
の
場

合
は
必
要
経
費
と
し
て
全

額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
５
，０
０

０
～
３
０
，０
０
０
円
の

範
囲
で
選
べ
ま
す
。

国
の
掛
金
助
成

　
初
め
て
中
退
共
制
度
に

加
入
す
る
事
業
主
及
び
掛

金
月
額
を
増
額
す
る
事
業

主
に
掛
金
の
一
部
を
国
が

助
成
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ・ご
加
入

は
瑞
浪
商
工
会
議
所
ま
で
。

■
融
資
利
率
　
１
・
12
％

（
５
月
24
日
現
在
）

■
担
保
・
保
証
人
　
不
要

■
返
済
期
間

運
転
資
金
　
７
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

■
そ
の
他
　
お
申
込
み
の

際
は
、
直
近
２
期
分
の
確

定
申
告
書
（
控
）
と
決
算

書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

瑞
浪
商
工
会
議
所

マ
ル
経
融
資
制
度

人
材
定
着
対
策
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
ご
加
入
を
！

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
む
す
び
瑞
浪

設
備
・
運
転
資
金
は

完成予定地の里山グランピング

完成予定地でキャンプをする東さん

＠024zkqpu（右記QRまたは IDより追加）

経営に役立つ情報更新中 !! あなたの経営のヒントにしませんか ?!

瑞浪商工会議所　LINE公式アカウント
友だち登録募集中

「ものづくり・商業・サービス補助金」で
新製品・サービスの開発や生産プロセス改善等を支援！

生産性向上を目指す皆様へ

事業環境変化に合わせた支援を用意！ 補助上限額 750万円～5,000万円
補　助　率 1/2～2/3

特に、賃上げやグリーン、海外市場開拓の支援を拡充！

「使いやすさ」が向上！

生産性向上を目指すなら、誰もが使える！
以下の要件を満たす事業計画（３～５年）を策定・実施する中小企業等※なら、どなたでも応募可能。

賃上げに取り組む
事業者に、
補助上限を
引き上げて支援！

海外市場開拓に取り組む
事業者にブランディング
・プロモーション等の
費用を支援！

※業種によって定義が異なりますが、製造業の場合は、資本金3億円以下又は従業員300人以下の企業を指します。
また、革新性や事業性等の審査がございます。公募締切毎に異なりますが、2倍程度の採択倍率です。

切れ目ない公募により最適なタイミングでの
申請、十分な準備・事業期間の確保が可能に！

あらゆる補助金の手続を一つのポータルサイ
トに集約！（J-Grants）

グリーン枠を拡充し、
3段階の上限設定
で幅広い省エネ
ニーズを取込み！

付加価値額
＋3％以上／年

給与支給総額
＋1.5％以上／年

事業場内最低賃金
地域別最低賃金＋30円

概　　　要 補助上限
※補助上限額は従業員数に応じて異なる。 補助率

通常枠　革新的な製品・サービス開発又は生産プロセス・サービス提供
方法の改善に必要な設備・システム投資等を支援。 750万円～1,250万円

1/2、
2/3 (小規模・
再生事業者 )

回復型賃上げ・雇用拡大枠　業況が厳しい事業者※が賃上げ・雇用拡大
に取り組むための革新的な製品・サービス開発又は生産プロセス・
サービス提供方法の改善に必要な設備・システム投資等を支援。

※前年度の事業年度の課税所得がゼロである事業者に限る。
750万円～1,250万円 2/3

デジタル枠　DX に資する革新的な製品・サービス開発又は生産プロセ
ス・サービス提供方法の改善による生産性向上に必要な設備・シス
テム投資等を支援。

750万円～1,250万円 2/3

グリーン枠　温室効果ガスの排出削減に資する取組に応じ、革新的な製
品・サービス開発又は炭素生産性向上を伴う生産プロセス・サービ
ス提供方法の改善による生産性向上に必要な設備・システム投資等
を支援。

エントリー 750万円～
1,250万円

2/3スタンダード 1,000万円～
2,000万円

アドバンス 2,000万円～
4,000万円

グローバル市場開拓枠　海外事業の拡大等を目的とした設備投資等を支
援。海外市場開拓（JAPAN ブランド）類型では、海外展開に係る
ブランディング・プロモーション等に係る経費も支援。

3,000万円
1/2、

2/3 (小規模・
再生事業者 )

大幅賃上げに係る補助上限額引上の特例
補助事業終了後、3～5年で大幅な賃上げに取り組む事業者に対し、上記枠の補助上限を100万円～1,000万円、更
に上乗せ。  （回復型賃上げ・雇用拡大枠などは除く）

様々なメニューで、生産性向上を目指す取り組みを支援 ！

7月28日㈮ 瑞浪商工会議所応募締切日 お問い合わせ先


